
令和７年４月１４日～1７日実施 全国学力・学習状況調査 【中学校 理科】 松山市の調査結果の概要 

１ 理科について 

  中学校理科の調査は、IRT 方式で実施されました。 

  これは、生徒それぞれが、全員が共通して解答する問題に加えて、自分に割り当てられた

問題（問題セット）に解答し、正解した問題の難易度から学力を推定する方法です。 

調査の結果は IRT スコアという数値で表され、全国と松山市の IRT スコアを比較すると、

全国は 503、松山市は 500 であり、全国とほぼ同じ状況であると考えます。 

  なお、学習指導要領に示されている、「エネルギー」「粒子」「地球」「生命」の領域別正答

率、「知識・技能」「思考・判断・表現」の評価の観点別正答率、「選択式」「短答式」「記述式」

の問題形式別の正答率いついては公表されていません。 

 

２ 分析結果から特徴が見られた問題 

３ 考察 

  １(6)は、水道水と精製水に関する２人の発表を見て、探究の過程での振り返りを記述す

る問題です。松山市の正答率は全国を大きく下回っており、特に無解答の割合が全国に比べ

て高くなっていました。この問題のように、提示された資料をもとに、それに対する自分の

考えを答える問題を解いた経験が少なく、正しい答えを書かなければいけないと感じたため

に無解答の割合が高くなっている可能性が考えられます。 

  ７(2)は、消化によってデンプンがブドウ糖に分解されることと、同じ化学変化であるも

のを選択する問題です。正答である炭酸水素ナトリウムの熱分解は教科書に示されているこ

とから、多くの生徒が実際に実験を行った上で、体験を伴う知識として正確に理解できてい

ると思われます。 

 

４ これからの学習にあたって 

  生徒質問調査の結果から「理科の授業で学習した考え方を普段の生活の中で活用できてい

ますか」や「自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題

を見いだしたりしていますか」という質問に対して肯定的に回答した生徒の方が理科の正答

率が高い傾向が見られました。日常生活の中で不思議な自然現象や科学技術に出会った際に、

なぜそうなっているのかをこれまでに学習した内容と結び付けて考えることで、授業で学ん

だ内容が自分事として定着していくと思われます。 

１  ７  

１  (6) 正答 ウ 

全国の正答率 79.4% 

松山市の正答率 

「全国の正答率を大きく下回る」 

７ (2) 正答 

ガスバーナーで炭酸水素ナトリウムを加熱する  

全国の正答率 51.6% 

松山市の正答率 

「全国の正答率を大きく上回る」 


